
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                  
 
 

 

      

《
事
業
計
画
の
日
程
が 

 
 
 
 
 

決
定
さ
れ
る
》 

七
月
七
日
（
木
）
新
旭
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー 

や
す
ら
ぎ
荘 

研
修
室
に

於
い
て
、
第
３
回
支
部
役
員
会
が
開

催
さ
れ
本
年
度
の
事
業
計
画
の
開
催

日
程
が
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

     

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

☆ 

新
入
会
員
さ
ん
の
歓
迎
会 

 

日
時
、
十
月
六
日
（
木
）
を
予
定

現
在
、
日
の
み
が
決
ま
り
場
所
等
は 

未
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
例
年
で
あ
り
ま
す
と
一
日

県
内
研
修
と
併
せ
て
開
催
を
致
し
て

居
り
ま
し
た
が
、「
高
島
市
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
」
の
規
程
が

定
め
ら
れ
ま
し
て
、
福
祉
活
動
・
教

育
活
動
・
公
共
的
活
動
の
た
め
に
利

用
と
い
う
こ
と
で
、
旅
行
・
観
光
・

行
楽
・
遊
興
・
買
い
物
・
食
事
・
宗

教
的
活
動
の
目
的
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

☆ 

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

 
 

 

高
島
支
所
前
庭
剪
定
作
業 

日
時
、
十
月
二
十
五
日
（
火
） 

 
 

午
前
八
時
三
〇
分
～
十
一
時
三
〇
分 

 

（
雨
天
順
延
） 

支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
数

年
ほ
ど
前
か
ら
園
芸
学
科
卒
業
生
を

中
心
に
剪
定
作
業
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
度
も
相
変
わ
ら
ず

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

      

      

☆ 

会
員
文
化
作
品
展 

日
時
、
十
月
二
十
七
日(

木) 

～ 

 
 
 

十
月
三
十
一
日(

月)

午
前
中 

場
所 

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ま
だ
日
程
等(

申
込
中)

で
確
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

 

そ
の
節
に
は
皆
さ
ま
の
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
是
非
多
く
の
方
々
に
ご

披
露
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

☆ 

秋
の
会
員
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

日
時
、
十
月
三
十
一
日(

月) 

 
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

 

場
所 

 

安
曇
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会
費 

六
〇
〇
円 
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《
本
部
関
係
事
業
に
つ
い
て
》 

去
る
六
月
二
十
八
日(

火)

ひ
ま
わ
り

館(

近
江
八
幡)

２
階
研
修
室
に
於
い
て
、

第
１
回
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
、
各
専
門
部
会
長
に
よ
る
「
本

年
度
事
業
計
画
の
具
体
化
に
つ
い
て
」
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

 

一
、
総
務
部
会 

① 

平
成
二
十
八
年
度
本
部
定
期
総
会 

日
時 

平
成
二
十
九
年
五
月
十
六
日(

火) 

午
後
一
時 

～ 
 

場
所 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
草
津
校 

第
１
研
修
室 

記
念
行
事 

未
定 

担
当
支
部 

草
津
・
栗
東
支
部 

② 

新
し
い
親
睦
行
事
の
開
催 

従
来
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
本
部
の
行
事
と
し
て
適
正

か
？
検
討
が
必
要 

②
よ
り
も
現
在
の
同
窓
会
の
問
題
点

と
し
て
、
同
窓
会
か
ら
の
脱
会
者
が
多
い

(

卒
業
後
２
～
３
年
の
会
員)

こ
の
問
題

の
対
策
案
を
総
務
と
し
て
調
査
分
析
し

対
策
案
を
樹
立
す
る
。 

今
後
の
進
め
方
と
し
て 

１ 

各
支
部
の
実
態
調
査 

２ 

退
会
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト 

３ 

前
回
の
全
会
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
の
掘
り
起
こ
し
を

行
う
。 

【
本
部
Ｇ
Ｇ
大
会
は
、
行
わ
な
い
。〕 

     二
、
研
修
部
会 

①
第
９
回
地
域
活
動
事
例
発
表
会 

 

日
時 

十
一
月
十
四
日
（
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時
十
五
分
～ 

 
 
 
 
 

 
 
 

午
後
三
時
四
〇
分 

 
 

場
所 

ひ
ま
わ
り
館(

近
江
八
幡) 

毎
年
素
晴
ら
し
い
発
表
が
な
さ
れ
好

評
を
博
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
全
支
部
に

参
加
依
頼
が
来
て
い
ま
す
。
高
島
支
部
も

会
員
が
少
な
い
中
、
発
表
が
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
発

表
の
連
絡
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

第
１
回
研
修
部
会 

九
月
一
日(

木)

開
催

支
部
役
員
の
方
が
出
席
予
定
。 

三
、
広
報
部
会 

 

来
る
七
月
十
三
日(

水)

午
後
一
時
三

〇
分
か
ら
ひ
ま
わ
り
館(

近
江
八
幡)

に

お
い
て
、
第
１
回
広
報
部
会
が
開
催
予
定

で
あ
り
ま
す
。
協
議
事
項
は
、
広
報
誌
「
會

報
」
第
三
十
三
号
の
編
集
・
発
行
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

運
営
委
員
会
が
開
催
予
定
で
、
二
十
八
年

度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議
検
討
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
支
部
役
員
の
方

が
出
席
予
定
。 

     
四
、
地
域
活
動
部
会 

 

今
年
度
新
た
に
設
置
さ
れ
た
部
会
で
、

各
支
部
に
お
け
る
①
支
部
同
窓
会
と
し

て
の
地
域
活
動
、
②
同
窓
会
会
員
と
し
て

の
地
域
活
動
、
③
今
後(

今
年
度)

同
窓
会

と
し
て
の
地
域
活
動
計
画
に
つ
い
て
調

査
依
頼
が
き
て
お
り
ま
し
て
、
七
月
か

ら
十
月
頃
ま
で
に
各
地
区
役
員
さ
ん
に

依
っ
て
聞
き
取
り
調
査
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
様
に
は
出
来
得

る
限
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

      

《
編 

集 

後 

記
》 

今
年
は
、
未
だ
梅
雨
明
け
を
聞
か

な
い
う
ち
に
、
既
に
暑
い
猛
暑
に
襲

わ
れ
て
居
り
ま
す
。 

体
調
管
理
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。

高
齢
者
は
特
に
熱
中
症
に
疎
い
と
の

こ
と
で
す
。
お
互
い
に
気
を
付
け
て 

夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
充
分
な
栄
養
と
睡
眠
を 

併
せ
て
水
分
補
給
を(

必
要
塩
分
含

む
。)  

（
文
責
木
津
） 


